
 
 

 

令和３年度事業実績報告 

 

都留市と３大学等（都留文科大学、県立産業技術短期大学校、健康科学大学）は、相互

の連携体制のもと、教育研究の高度化・進展化を図り、学生を含むすべての市民に対し、

より価値が高い学修活動の場を提供するとともに、社会の成熟化に伴う学習需要の増大や

急激な社会変化に対応するための生涯学習、産官学民の地域交流の推進などを図り、更に

は、３大学間における相互練磨を行うことにより、それぞれがより一層特色と魅力あふれ

る教育機関となることを目指し、相互に連携を図る中事業を展開した。 

令和３年度は、規約第３条に掲げられている６事業を推進するため、それぞれの強みを

発揮する中、以下のとおり事業を進めた。 

 

１ 大学等と地域社会との交流及び連携並びに地域貢献に関する事業 

(1) 市民参加型イベント・講座等の開催情報の共有化 

（事業内容） 

市民の生涯学習機会の拡充、大学等の地域貢献事業のＰＲにつなげるため、都留市や

各大学等で開催しているイベントや講演などの情報を、大学コンソーシアムつるHP及

び市広報トピックスなどを活用する中、担当者間の連絡を密に取り、情報の「見える

化」を推進する。また、イメージキャラクター（コンつるくん&ツルシアちゃん）によ

り、市民等に親しみやすい大学コンソーシアムつるを目指す。 

 

【令和３年度実績】 

大学コンソーシアムつるHPや市広報のコンソーシ

アム情報コーナーにより、各会員から情報提供を受

け、各種市民向け講座等の情報の「見える化」を図っ

た。また、市民等に親しみやすい大学コンソーシアム

つるとするため、コンつるくん及びツルシアちゃんの

イメージキャラクターにより、ＨＰでの紹介を行っ

た。 

市役所１階ロビーのテレビ前に大学コンソーシアム

コーナーを新設し、大学案内や各種イベントチラシの

配架を始めた。市民課の横スペースのため、手続きの

待ち時間等に大学案内を読み持ち帰る市民や、イベン

ト案内を眺める様子がみられた。 

 

【公式ホームページ】 



 
 

(2) 市民や民間企業を対象とした研究成果の還元 

（事業内容） 

市民や企業を対象とした健康、福祉、医療、教育、防災、産業等の様々なデータを収

集し、研究活動に活用するとともに、市民等公開講座や地元企業との連携による成果発

表会などを通して、その研究成果を市民に対し還元する。 

 

【令和３年度実績】 

都留文科大学 

通   年   ：セーフコミュニティ推進協議会 

通   年  ：外傷サーベイランス委員会委員長 

セーフコミュニティ対策委員会各委員 

 

健康科学大学 

通   年  ：セーフコミュニティ推進協議会 

通   年  ：外傷サーベイランス委員会委員 

セーフコミュニティ対策委員会各委員 

 

産業技術短期大学校 

通   年  ：セーフコミュニティ推進協議会 

 

(3) 各種イベントへの共同参加 

（事業内容） 

各大学等で開催する公開講座及び各種イベント等への共同参加を呼びかけ、市内に所

在する大学等の地域貢献を広く促し、各大学の持っている知的資源を市民へ還元する。 

 

【令和３年度実績】 

都留市主催イベント 

 ■つる産業まつり（例年10月開催） 

  （新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

 

■令和３年度事業評価・提案会（令和３年10月） 

都留市の外部評価に当たる「令和３年度事業評価・提案会」のコーディネーターと

して都留文科大学教養学部地域社会学科高橋洋教授が出席し、都留市が各課において

課題を抱えている事業を中心に専門的な見地から評価と政策提言の取りまとめを行っ

た。 

 

 

 

 



 
 

都留文科大学 

○市民公開講座等開催 

 令和３年 ６月：「星空講演会」 

      ７月：「佐野夢加かけっこ教室」 

     11月：「星空観察会」 

         「湧水さんぽ」 

         「英語であそぼう！」 

     12月：「ムササビ観察」 

 

産業技術短期大学校 

〇ワクドキちゃれんじ「小学生ものづくりフェスタ」 

（例年は大学コンソーシアムつるでも出展しているが新型コロナウイルス感染症の 

影響にて中止） 

 

〇都留少年少女発明クラブ共催事業（新型コロナウイルス感染症の影響にて中止） 

○市民公開講座等開催 

令和３年 ７月：オープンキャンパス 

        （新型コロナウイルス感染症の影響により人数を制限して実施）  

        「パイソン言語」、「ドローン」体験授業 

○能力開発講座開催 

４月～毎月開催：第二種電気工事士技能試験、IoT職業訓練(基礎コース)、ウインド

ウズ、ワード基礎・応用、エクセル基礎・応用、パワーポイント、

アクセス基礎・応用、ホームページ開設（応用編）、新人社員研

修、コミュニケーション英会話、商業簿記３級、３次元CADによ

る機械設計の基礎、宅地建物取引士、ISO9000シリーズ内部監査

員養成コース、シーケンス制御、品質管理の基礎など 

 

健康科学大学 

○「文化交流祭2021」で健康相談、研究発表実施 

令和３年 10月：ゆいま～る都留２周年を記念して開催した「文化交流祭2021」に  

        て、山﨑先生・渡邉先生・学生８名でゆいま～る都留住民に健康相 

談と研究発表を実施した。 

     
 

 

【開催時のようす】 



 
 

２ 大学等相互の教育研究分野における連携に関する事業 

(1) 大学間連携研究会事業 

（事業内容） 

大学コンソーシアムつる会員間の連携による資源の共有化と相互補完、効率的な教育

改革の推進を進める中で、情報交換や人的交流を含めて連携の強化を図る。 

人的交流として、産業技術短期大学校の社会学の履修科目の講師としての都留文科大

学からの派遣を継続して行う。 

若手職員等による「スリーキャンパス交流促進プロジェクトチーム」を設置し、“ス

リーキャンパス交流事業”を展開していく。 

【令和３年度実績】 

都留文科大学 

通年：産業技術短期大学校の社会学の履修科目の講師として講師派遣 

スリーキャンパス交流促進プロジェクトチーム 

令和４年３月：PT開催 

 

３ 大学等と産業界との連携に関する事業 

(1) 知見に基づく製品等の開発と研究成果の共有 

（事業内容） 

医療介護福祉分野に知見を有する健康科学大学及び産業技術短期大学校並びに市内の

高度な技術を持つ機械金属工業事業者や介護事業者などとの連携により、機械金属工業

をはじめとした地域産業の振興を期待する。 

市内企業と健康科学大学との共同で、感染症対策の商品開発の取組による安全で住み

やすいまちづくりへの貢献や事業拡大など、産学官連携による研究開発に向けて調整・

研究を行う。また、卒業研究における民間企業（各種組合・業界団体・事業所）とその

成果の連携を図る。 

【令和３年度実績】 

健康科学大学 

令和３年 8月： 

健康科学大学看護学部の学生が、市の健康

施策の現状や課題についてまとめた冊子を

作成し、「都留市の地域診断アセスメン

ト」報告会を実施した。 

  

 

           【開催時の新聞記事→】    

 

 



 
 

４ 大学等の学生間交流に対する支援事業 

(1) 各種イベント、ボランティアによる学生の交流支援 

（事業内容） 

子どもたちに「ものづくり」や「健康づくり」への興味を抱いてもらい、自校の魅力

発信と将来の学生確保につなげるため、地域に根差したイベントとも言える都留文科大

学生主催の「つる子どもまつり」に他大学の学生が参加するなど、地域連携及び大学間

連携を積極的に推進する。また、各大学主催のイベント（学園祭等）にも相互に参加す

ることで、学生間交流を深める。 

都留市や都留文科大学が有しているボランティア情報を共有化するとともに、ボラン

ティア活動を各校共同で実施し、都留市が支援する子ども食堂等、市内のボランティア

活動への積極的な参画を図る。 

【令和３年度実績】 

都留文科大学 

 都留市社会福祉協議会と都留文科大学のボランティア団体において、ボランティア情

報等の共有と連携を図り、市民等に対しボランティアを実施した。 

 「つる子どもまつり」においても、例年学生の交流が図られているが、新型コロナウ

イルス感染症の影響により令和３年度は大学での開催はとりやめ、放課後子ども教室へ

出張での実施とオンラインでの開催となった。 

産業技術短期大学校 ※例年は学生が交流 

■ワクドキちゃれんじ「小学生ものづくりフェスタ」 

  （例年は大学コンソーシアムつるでも出展しているが新型コロナウイルス感染症の 

影響にて中止） 

(2)市補助金を活用した学生支援事業 

（事業内容） 

大学と市民・企業などとの間に連携が生まれることを期待し、市民や学生間同士が連

携して、都留市をフィールドに企画・運営・実施するイベントやプロジェクト等に対

し、その費用の一部を都留市から助成（市民委員会活動助成事業等活用）する。また、

学生企画事業へと発展するように、インターンシップ等からアイデアを集い、実践する

機会を創出する。 

【令和３年度実績】 

都留文科大学 

■つるロゲイニング2021ＡＵＴＵＭＮ 

学生が経営するゲストハウスゆかりが主催となり、地域を

巻き込む取り組みとして、都留市全域を舞台としたイベント

「つるロゲイニング2021ＡＵＴＵＭＮ」が行われ、コンソ

ーシアムつるとしては、市の市民委員会制度の利用による補

助金交付や、後援依頼の際の支援などを行った。 

 

 



 
 

■都留市・富士急行観光鉄道プロジェクト 

 都留文科大学地域社会学科のゼミ生、鈴木准教授発案により、都留市の魅力や富士急

行沿線の観光資源を幅広くアピールするため富士急行株式会社と都留文科大学生共同企

画の「You Tuberやまくっく・やぎちゃんと行くハイキングツアー 秋の山ガールデ

ビューツアー～in都留アルプス～」を開催した。コンソーシアムつるとしては、市民委

員会制度の利用による補助金交付や、後援依頼の際の支援などを行った。 

   

 

 

 

 

 

 

５ 大学等の広報に関する事業 

(1)市民参加型イベント・講座等の開催情報の共有化 

（事業内容） 

①会主催イベント等のマスメディアへの周知、市広報への掲載 

②市民参加型イベント・講座等の開催情報の共有化を図るため、大学コンソーシアム

つるHP及び市広報トピックスなどを活用する中、担当者間の連絡を密に取り、情

報の「見える化」を推進する。また、イメージキャラクター（コンつるくん&ツル

シアちゃん）により、市民等に親しみやすい大学コンソーシアムつるを目指す。 

【令和３年度実績】 

大学コンソーシアムつるHPや市広報のコンソーシアム情報コーナーにより、各会員

から情報提供を受け、各種市民向け講座等の情報の「見える化」を図った。 

また、市民等に親しみやすい大学コンソーシアムつるとするため、コンつるくん及び

ツルシアちゃんのイメージキャラクターにより、ＨＰでの紹介を行った。 

(２) 大学コンソーシアムつるを活用した市外、県外への大学情報発信 

（事業内容） 

①各大学の地域貢献について紹介する文書等を作成し、首都圏都留市会会員宛に発出

し、首都圏在住者の各大学の認知度向上を図る。 

②東京で開催される首都圏都留市会のイベントの際に大学コンソーシアムつるとして

ブースを設け、各大学の地域貢献についてPRをし各大学の認知度向上を図るとと

もに、学生の就職の機会となるような各大学と企業のつながりを作る機会を設け

る。 

【令和３年度実績】 

スリーキャンパスＰＴにて、令和４年度に配布するためのチラシの構成案について検

討し、チラシの作成に取り組むこととなり、発出時期についても検討を行った。 

首都圏都留市会については、新型コロナウイルス感染症の影響で未開催。 



 
 

６ その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

(1) 「生涯活躍のまち・つる」の推進 

（事業内容） 

「生涯活躍のまち・つる」については、大学等が市民の生きがいづくりや社会参加に

おいて、大きな役割を担うことが期待されている。その中心的な役割を担う本会として

も、大学等が「知の拠点」として、また、実践技術者の育成機関として、それぞれの特

色を持った知的資源と人的資源を活かした学習プログラムの構築や連携による相乗効果

を図れるよう、連携事業の検討を行う。 

○単独(下谷)・複合(田原)プロジェクトでの３大学との連携 

・単独型居住プロジェクト事業者/地域交流拠点と大学の連携事業検討 

・複合型居住プロジェクトにおける地域交流拠点の在り方と機能の検討 

・大学等と地域社会との交流及び地域貢献への検討 

 

【令和３年度実績】 

都留文科大学 

■ぷらっとはうすの再開・運営 

平成30年12月に富士急行線谷村町駅舎を活用し、地域

の小中学生や高校生の居場所としてオープンした「ぷらっ

とはうす」は、都留文科大学、富士急行株式会社、早馬町

自治会、都留市が協働で立ち上げた新しい地域づくり拠点

として学生が運営している。 

令和３年度については、約２年ぶりに12月より開催でき

たが、新型コロナウイルス感染症の影響により再度休止。

新型コロナウイルス感染症の状況を見ながらの運営となっ

ている。 

健康科学大学 

■単独型居住（下谷）プロジェクト 

「文化交流祭2021」で健康相談、研究発表実施 

ゆいま～る都留２周年を記念して開催した「文化交流祭2021」にて、山﨑先生・渡

邉先生・学生８名でゆいま～る都留住民に健康相談と研究発表を実施し、住民と学生の

交流が図られた。 

■複合型居住(田原)プロジェクト 

地域交流拠点の在り方について都留市と検討した。 

 

 

 

 

 

 

【活動の様子】 



 
 

(2) セーフコミュニティの推進 

（事業内容） 

令和３年度認証取得予定の、安全で安心して暮らせるまちの実現を目指す「セーフコ

ミュニティ」への取組では、地域、行政、警察、家庭、学校など、さまざまな分野の垣

根を越え、必要となる科学的データの収集やこれに基づく対策の協議などが重要となる

ことから、本会としても、大学にとって、学生達にとっても安全で安心なまちとなれる

よう、行政、市民、関係団体等との連携を図る。令和３年の認証取得に向け学生への周

知また、セーフスクールについても調査研究、情報収集を行っていく。 

【令和３年度実績】 

・令和３年８月21日にセーフコミュニティの国際認証を取得。セーフコミュニティ推

進協議会及び６つの対策委員会の委員として、実施計画や地域における取組の推進及び

課題解決に向けて議論した。 

（大学の関わり方） 

 ○セーフコミュニティ推進協議会 

  都留文科大学、健康科学大学、産業技術短期大学校 

 ○外傷サーベイランス委員会委員 

  都留文科大学（准教授）、健康科学大学（教授） 

 ○セーフコミュニティ対策委員会(委員) 

  心の健康対策委員会  ：都留文科大学（学生）２名 

  高齢者の安全対策委員会：都留文科大学（学生） 

  防犯対策委員会    ：都留文科大学（学生） 

  防災・減災対策委員会 ：元健康科学大学（助教）、健康科学大学（学生）４名 

  交通安全対策委員会  ：都留文科大学（学生）   

・防災・減災対策委員会では、健康科学大学生作成の手洗い動画を活用し５月、６月に

講習会が開催（学生も参加）され、またいいばしょ事業においても動画を活用し手洗

い講習が開催された。 

【手洗い動画を活用

した講習会のようす】 



 
 

(３) ＳＤＧｓの推進 

（事業内容） 

2015年9月の国連サミットにて採択された「持続可能な開発のための2030アジェ

ンダ」に記載された2016年から2030年までの国際目標の達成に向け、本会として

も、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し取り組む。また、「いきいきフェステ

ィバル」において都留文科大学教授が市民向けに講演を行い市民全体への啓発を図る。 

【令和３年度実績】 

都留いきいきフェスティバル2021講演会を開催した。 

 令和３年10月３日、「SDGｓ×都留：私たちにできる

こと、私たちだからできること」と題して、都留文科大学

の別宮有紀子先生、内山美恵子先生、北垣憲仁先生、ノル

ドストロム ヨハン先生に講演をいただいた。講演では、

水資源の豊かな都留に住む私たちがとるべき行動、生物多

様性と私たちの暮らしの関係、森林によるCO2の貯留の仕組みや木材の利用促進、ス

ウェーデン独自の自然教育など、様々な事例が紹介されSDGsが私たちの身近なもので

あることを再度認識する機会となった。 

(４) 新型コロナウイルス感染症対策事業  

（事業内容） 

新型コロナウイルス感染症対策について、本会として感染症対策に資する事業を推進

する。また、健康科学大学学生作成の手洗い動画により市民への感染症予防啓発を行

う。 

感染症による学生への影響を考慮し、都留市から学生への支援策として商品券の配布

を行う。 

【令和３年度実績】 

防災・減災対策委員会では、健康科学大学生作成の手洗い動画を活用し５月、６月に

講習会が開催（学生も参加）され、またいいばしょ事業においても動画を活用し手洗い

講習が開催された。 

令和３年６月１日時点（第二弾）と令和３年１０月１日時点（第三弾）で都留文科大

学、健康科学大学看護学部、産業技術短期大学校都留キャンパスに在籍する学生一人に

つき各３千円分の市内の商店等で使用できる商品券を配布した。 

第二弾 

・都留文科大学：3,292名 

・産業技術短期大学校：21名 

・健康科学大学：268名 

第三弾 

・都留文科大学：3,256名 

・産業技術短期大学校：21名 

・健康科学大学：257名  
 



 
 

(５) 東京2020オリンピック・パラリンピックレガシー事業 

（事業内容） 

学生に東京五輪を身近に感じてもらえるよう、聖火リレーで実際に使用されたトーチ

を「Hope Lights Our Way／希望の道を、つなごう。」という聖火リレーのコンセプ

トとともに各大学等へ展示する。 

【令和３年度実績】 

 産業技術短期大学校の「モノづくり」の専門分野の強みに着目し、大学コンソーシア

ムつるにおける産学官連携の取り組みとして、生産技術科の清水先生にトーチ展示台を

製作していただいた。市内の各小中学校をはじめ、産業技術短期大学校、健康科学大

学、都留文科大学の児童・生徒・学生に東京オリンピックを身近に感じてもらえるよう

展示した。 

 


